
 
 

７月定例記者懇談会 
 

令和７年７月 25 日（金） 

 11 時 00 分～11 時 30 分 203 会議室  

 

 

 

 

 

 

 

町長月間予定（総務課） 

○月間行事予定の説明 

 

 

町の主なトピックス（担当課ＰＲ分） 

 

○箕輪町ウォーキンググランプリ 2025 について（健康推進課健康づくり支援係） 

 

○箕輪町「広島平和学習」について（教育委員会） 

 

○町発足 70 周年記念 デジタルフォトモザイクアートについて 

（企画振興課みのわの魅力発信室） 

 

○町発足 70 周年記念 未来へのタイムカプセルについて（企画振興課みのわの魅力発信室） 

 

○ＳＤＧｓ未来都市の選定について（企画振興課まちづくり政策係） 

 

                        

 

町長コメント 

 

 

 

 

 

  

出席者：みのわ新聞、長野日報、伊那ケーブルテレビ、信濃毎日新聞、中日新聞 

事務局：唐澤、鈴木、小笠原、濵 



 
 

１ 箕輪町ウォーキンググランプリ 2025 について 
（健康推進課健康づくり支援係） 

 

○概要 

別紙資料にて説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 



 
 

（担当）本事業は、イベントを通じて楽しんでウォーキングしていただき、みんなで健康長寿に

なることを目標としています。イベント内容はイベント実施期間の 1 ヶ月間の平均歩数でラン

キングをしていくイベントになります。 

 
2 箕輪町「広島平和学習」について（教育委員会） 
○概要 

別紙資料にて説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 



 
 

（担当）昨年から始めました広島平和学習を今年度も実施します。 

参加予定者が小学生親子 7 組 15 人、中学生 9 人、引率 7 人、合計 31 人となっております。 

引率団長は町長です。 

  折り鶴に託す思いということで、昨年度参加した 6 年生（現在中学１年生）が中心になって、

今年度の方々にバトンを渡していくことを考える中で、折り鶴をみんなで折って、今年の目参

加者に手渡し、当日それらを持って参加します。 

（町長）昨年は若干手探りの部分もありましたが、参加された方は 8 月 5 日 6 日の当日だけでは

なくて、事前学習、また授業学習発表会等、そういった一連の学習を通じて、戦争のこと原爆

のこと非常に勉強になったと思っています。 

 

3 町発足 70 周年記念 デジタルフォトモザイクアートについて 
（企画振興課みのわの魅力発信室） 

○概要 

別紙資料にて説明 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当）皆さんから募集した写真を組み合わせて完成イメージのようなデザインを組み合わせて

製作するという企画です。完成したものは、9 月 20 日に開催する 70 周年の記念式典でお披

露目して、あと専用サイトの方にもデータを掲載する予定です。全部で 1000 枚に達したとこ

ろで受付終了とさせていただきます。お 1 人様何枚でも投稿することができまして、基本的に

は横向きの 3 対 4 のものが基準となっており、それ以外のサイズのものは、左右を切ったり

向きを変えたりする形で、組み合わせさせていただく予定です。箕輪町内の写真であれば、人

が写っていても、景色の写真でも何でも大丈夫です。１枚ずつしか投稿できませんので、複数

資料 



 
 

投稿いただく方は、何回かに分けて投稿いただきます。 

追加で 8 月 9 日土曜日に開催するフィルムフェスティバルについて、一次、二次の募集が

終わりまして、若干席に余裕がございますので、当日券を用意する予定です。 

(記者)町内の写真であればということですが、町民以外でも投稿できますか。 

(担当)町民に限らず、町内で撮影したものであれば投稿可能です。 

(記者)常時展示の予定はありますか。また、展示されるものはどれくらいのサイズになります

か。 

(担当)記念式典では会場の外のロビーを想定しているほか、他の会場での展示も検討していま

す。サイズは、横２m✕縦１ｍ位を予定しています。 

(記者)専用サイトからの応募になりますが、実際の写真の現物とかでの応募はできるのでしょう

か。 

(担当)インターネットが使えない方など、ご希望ありましたら、写真を役場にお持ちいただけれ

ばスキャンして代理で投稿させていただきます。 

 

４ 町発足 70 周年記念 未来へのタイムカプセルについて 
（企画振興課みのわの魅力発信室） 

○概要 

別紙資料にて説明 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当）今年 5 月に 60 周年のタイムカプセルを開封しましたが、今回 70 周年ということで 10

年後 80 周年に向けて、タイムカプセルの方を再度行います。対象については差出人が町内在住

の方で、募集は 8 月 1 日から 12 月 1 日になります。タイムカプセルの封印については、12 月

のクリスマスコンサートを予定しています。 

資料 



 
 

５ ＳＤＧｓ未来都市の選定について（企画振興課まちづくり政策係） 
○概要 

別紙資料にて説明 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(担当)7 月 22 日に、SDGs 未来都市選定の授与式が内閣府で開催され、内閣府地方創生担当大

臣から選定証が町長に授与されました。今年度は全国で 9 自治体が選定され、長野県内では 9

番目の選定になっています。町としては町民の皆さんまた企業の皆さん、地域の皆さんと一体

的に SDGs の推進を図っていきたいと思いますのでお願いします。 

(町長) 70 周年を契機に未来に向けて新しい価値観、価値を作りたいということの一つとして、

SDGs 未来都市の選定をお願いしてまいりました。おかげさまで国の方から一定の取組みが評

価をされたというふうに思っていまして嬉しく、ありがたく思っています。 

経済分野、社会分野、環境分野それぞれの三つの側面から事業実施をしていますが、これを 

具体的な取組みにできるかがこれからの勝負だと思っています。 

SDGs 未来都市の選定はいただきましたので、こういった看板を使いながら、町のステータ

スや取組みが評価されてワンランク上がるような、成果が上がるような状況になってくれれば

嬉しいと思いますし、これからの SDGs17 項目を取りまとめたような政策体系をもう一度作



 
 

り直すということも必要だと思っています。いずれにしてもこういった形で選定をされ、選定

証をいただきましたので、職員とともに、今後の事業展開の起爆剤になったと思っています。 

 

 

○町長コメント 

参議院議員選挙中に在留外国人やインバウンドが背景にあったと思いますが、外国人に対する

ことが論点になったと思っています。 

日本の社会制度の中で外国人はもとより日本人もそうですが、社会のルールを守るという論点

は、あまりにも当然のことが言われた感じもしまして、それより何より、国籍の問題があるので、

国対国の問題というのはともかくとして、地域社会の中で日本人と外国人を国籍で区別するので

はなくて、いかに共生していくか、地域の一員としてお付き合いをするというか一緒に地域をつ

くるというか、いわゆる共生と言われるところが論点になるべきであって、何か違う論理が働い

ていたのが非常に違和感を覚えました。 

町は 3%を超える外国人の方がいろんな形で生活をしているわけで、その皆さんと共生をして

いくことは、最も必要なことだと思っています。 

今年そういった意味での多文化共生に関わる計画作りも想定していますが、何か違った論点に

ならなければいいなと思っています。 

この点においても決してそんな方向に行くとは思っていませんし、県の計画も作られると聞い

ていますので、文字通りの多文化共生のまちになりたいと思っています。 

 

明日みのわ祭りが開催されます 

また報道等ご協力いただければありがたいと思います。 

箕輪町は、他の市町村のような歴史とか伝統文化に位置づいているとか、特別な場所があって、

そこで実施をしているというお祭りではありません。あくまで実行委員会が主体になって、町が

裏方になって手づくりの祭りで特別なお祭りではないですが、それが故に、町民の皆さんがいろ

んな形で参加をしていただいていて、ありがたく思っています。 

特に今年度は箕輪中学校の 3 年生が、箕輪学の一環として、実行委員のフォローをしてくれた

りチラシを配ったりイベントをしたりということがあるようですが、そういった児童生徒の取り

組みがあるのは大変我々とすれば願ったり叶ったりといいますか、本来の町の趣旨に合っている

ので我々も協力していきたいと思っています。 

 

もう一点、職員採用の件で、なかなか定期採用で十分対応できない状況になってきています。 

そんなこともありまして、6 月の議会の中で地域おこし協力隊を使って、制度を活用しながら

職員として活用したいということを議会で認めていただいて、男女共同参画に関わる部分につい

て使いたいと思っています。 

それと併せて、人材確保ができないので、定期採用からいわゆる通年採用の形を少しずつ取り

入れていきたいと思っています。 

8 月 1 日付でも一般事務で、社会人経験のある者を採用いたします。 



 
 

他も保育士等もこれから考えていかなきゃいけないと思っていて、やはり公務に就く皆さんの

人材確保って非常に難しくなってきています。欠員等が生じている状況ですので、そういったこ

とも含めて職員の採用方法については、もう少し検討しなきゃいけない状況にあるので、８月１

日付で採用して人材確保していきたいと思っています。 

(記者)人材の通年採用について、具体的に条例等を含めて考えていくということになりますか。 

(町長)4 月に定期採用するといっても、以前のような倍率にならないので、人材を確保するには

社会人経験とか、現在他の公務で働いている方とか、カムバックなど子育てや介護で退職を余儀

なくされた職員の採用など、そういった形で通年に広げていきたいと思っています。 

(記者)話に出た地域おこし協力隊の方は、男女共同参画の専門知識を持った方でしょうか。 

(町長)コーディネーター的な役割で採用したいと思っています。 


